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画像処理適用のための
検証作業支援ツールの開発
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背 景

○申請企業：クリナップ株式会社

画像処理とは

プログラミングを習得しないと自分で様々な
画像処理の効果を確認することができない。

住宅設備機器向けの素材に関する研究開発を行っており、画像処理を用いた評

価手法の新規開発にも取り組もうとしている。

画像の形状や色を加工・調整
したり、情報を抽出したりする
ことを指す。一般的にはコン
ピュータを使用したデジタル画
像処理を言う。研究開発分野で
は、実験結果の分析や定量評価
への応用も考えられる技術であ
る。

コンピュータでデジタル処理するため、
プログラミングスキルがほぼ必須…
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目 的

プログラミング初学者でも各種画像処理アルゴリズムの
検証作業を可能とする、マウス操作のみで画像処理を実
行できる支援ツールを開発する。

目的

画像処理の一般的な課題

実現したい支援内容：

1.プログラミング初学者でも画像処

理が実施できる。

2.簡単な操作で画像処理のパラメー

タ調整ができる。

3.画像処理に関するプログラミング

スキルを習得してもらう。

1.画像処理に関する知識が必要。

2.プログラミングスキルが必要。

3.画像処理のパラメータ調整など

検証作業に手間がかかる。

4.処理結果をどう使うか。

（発報、ロボット制御など）

今回解決する
課題の抽出
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1. 実装する画像処理アルゴリズム
→ ・平滑化（ぼかし）、鮮鋭化、グレースケール化と

二値化、エッジ検出

2.支援ツールの設計・製作
→ ・Python + TkinterによるGUIアプリケーション

3. 実際の使用感
→ ・操作動画

・コード画面

発表の流れ
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１. 実装する画像処理アルゴリズム
画像処理の基本的なアルゴリズムを実装：
・平滑化（ぼかし）

→平滑化（ぼかし）を行う。ノイズ除去の効果がある。

・鮮鋭化
→ ぼやている輪郭（エッジ）を際立たせる効果。

・グレースケール化
→ カラー画像をモノクロ化する。二値化などの前処理に使われる。

・二値化
→各ピクセル値を閾値の大小で0（黒色）、255（白色）に分ける。

・エッジ検出
→画像のエッジ部分を検出し、輪郭線のみの二値化画像を得ることが
できる。
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２.支援ツールの設計・製作
Python + TkinterによるGUIアプリケーション：

・使用するプログラミング言語はPython。
・GUIアプリケーション(マウス操作のみで実行可)とし、Tkinterライブラリを使用。

【 tkinter 】
ライブラリ GUIアプリケーションの

作製が可能！
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３.実際の使用感 – 操作画面
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３.実際の使用感 – コード画面
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まとめ

○画像処理の検証作業支援ツールを作製した。
・マウス操作のみの簡単な操作で各種画像処理を適用できる。
・画像処理のパラメータはスライドバーで変更可能で、適用結果は即時

画面に反映される。
・Pythonで実装され、コーディング部分の記述など確認が可能。

画像処理の初学者向けに効率的な検証作業と
プログラミング習熟のアシスト。

今後の展望

作製した支援ツールを活用し、画像処理スキルを身に着
けてもらい具体的な事例で定量評価できるよう支援する。


